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令和 6年度予算見積調書 課室名:

説明事業

河川環境課
担当名: 河川環境担当

内線: 5112 (単位：千円)
会計

P116 GOGO空心菜推進費 一般会
計

土木費 河川費
項

河川改良費 川の再生推進費
番号 事業名

事 業
期 間

令和 6年度～ 根 拠
法 令

款

針路
令和 7年度 分野施策

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

6,14,15,17
6-6,14-2,15-a,17-17

①水耕栽培実験施設「浮く畑」の設置
調節池の水質改善を図るため、水耕栽培により空心菜や
ハーブなどを栽培し、水質悪化の原因となるアオコの発
生を抑制する。
新規農業ビジネスベンチャーと連携し、官民連携でアオ
コ対策を進める。
（１）施設整備費　8,000千円
（２）水質調査費　2,000千円

②ネーミングライツ導入による継続的な維持管理コスト
の削減
大相模調節池のネーミングライツの導入
（１）諸収入　　　 2,000千円

（１）事業内容
　　　　ア　浮く畑の設置　　　　　　　　　　　　10,000千円
　　　　　　　水面でアオコ発生の原因である窒素・リンを吸収し、成長の早い空心菜などの野菜やハーブ栽培を行い、
　　　　　　水質改善を図る。また、民間事業者や周辺の高校などと連携し、SDGs学習、環境学習と合わせレシピ開
　　　　　　発を行い、周辺の飲食店でご当地グルメとして提供するスキームを構築。
　　　　イ　ネーミングライツなどの民間資金導入を検討
　　　　　　　大相模調節池のネーミングライツにより、民間から資金を調達し、修繕や効果測定などの継続的な維持管
　　　　　　理を行う。
（２）事業計画
　　　　ア　浮く畑の設置
　　　　　　フロート式の「浮く畑」を設置し、空心菜やハーブの水耕栽培を行う。
　　　　イ　ネーミングライツなどの民間資金導入を検討
　
（３）事業効果
　　　　水質が改善し水辺のアクティビティでにぎわう調節池　SUP利用者０人／年⇒１０００人／年

　　　【活動指標（アウトプット）】
　　　　・浮く畑を設置し、空心菜やハーブなどを収穫

　　　【活動指標（アウトカム）】
　　　　・地元のまちづくり会社が新たにSUPを運営
　　　　・水質対策の空心菜やハーブが「SDGsご当地グルメ」として話題となり店舗での提供が始まる

２　事業主体及び負担区分
(県10/10)

３　地方財政措置の状況
（１）県単独河川改修事業債
   　 充当率　90%　交付税措置なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
（１）事業に係る人件費
　　　9,500千円×0.5人＝4,750千円
（２）組織の新設、改廃及び増員

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比諸 収 入 県　債

決定額 10,000 2,000 8,000

前年額 0 0

― 県土整備部 116 ―

0 10,000



 

事業名

単位事業名 予算額 10,000千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

諸収入・ 2,000 2,000 ネーミングライツ収入
雑入

県債・ 8,000 8,000 県単独河川改修事業債
土木債

合計 10,000 10,000

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

委託料 2,000 2,000 水質、生物等調査

工事請負費 8,000 8,000 フロート設置工

合計 10,000 10,000

事業内訳書

GOGO空心菜推進費

GOGO空心菜推進費

主な内容

主な内容


